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岩石爆破 に於 け る爆薬 の作用

体 力 展 開 の 間 接 的 推 測

(q 印26やllJJ20rlを 4)

lll本 私怨 ･竹内不二堆 ･佐々木 且を
(触 大学工学苛火宅学欽'jF)

+ F

す札I=tJAする4拓也tJtPtLた榊 lこくしぎLにしてIlh･,舶 練JCiTM.J}fEltLrL,Jiも.

巧1の94)はヰ雅tW の℡AAIAI=対妬すもものでY=ある壬いカとたわLtるもり果t持た.

‖ Ej ij
i#宅方法の書封が来1二光抄でないb･b,蛤i的の昆虫

には発達していない｡ここには喝抑 年311.日立上

わLLhjtJ土EIの終点で.JJ丑山に耕 した鞘 を神 山で行って頂いたthniの一瓢 こついtの成父を稚Jluす
入または搾付して促菟せしめたとき,81掛主変形する

だけでなく著しく軒化するがL,条件の棚 少は岳

抄て仕かlLことを知った.SR相のさ化が棋圧に上ると

すLLは.かZ)･ろ方班でA棚 においての便器の嫌発計柏

の推iqがつかねだろiか.かような考のもとに本項

に17･S･依めた｡

この柵 は昭和25年9Jl別イ鞍山ではじめてi4みる

湧食を1uたカ:,そQ)仕口h.･細 ･生野の林乾山の好

丑に上J)5E▲することが'(･きた.しかし角棒の砕きの

ろ｡

n t一 俵 実 &

日立鵬 脳 :上6511撫出 :正の■牡に,その甑に

ほぼ垂iEに鞭さ的 1mの拝礼を与がち,これに煉繋tl

にiFt樺なくしざLにしたものをuiてんすろ｡この岩石

はかたいがさくいIIJW ',iL.tでもろ.蟻鎖tAに封 のこわ

れかたをしらべ.BI恥を拾い山す｡
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■拭

拭我qrウ3rこは比甘すなわちhtも奥のEE山に田℡を

と0つけたが,他は何れも正位tZf口元の甘甘)で点

tIした｡何LLも工粟q廿にIl≠火現で点火した｡畑

の鵬 に韮TElにうがつた的 Lでの-日出細は助である

から,孔肱までt･-りLlこ開くことなく.何れの秒合

にも札比称8:珠つた.W iにIi封恥 :もろのですI)に

は斉しく-̂きT=公塊は.q:じ1.･かつた｡

煤政の利き=/.A-は必ずしも札比の大きのみからは列

断されね｡しかし切った孔此所の旋曲の61払 並にこ

の節分にPCめられる軸かいれ伸 土,以))紬iZの好欄

でもろ｡その火体は.I.(=配したとおりである｡C4貸番

号7汲L<90)銀地肘 yiもttI称 Lていないようであ

るが.これらの秒合は故定に軍丑を拭りしたのでも

ろ｡奴確虻の即 を4えろた捌こ缶状腰玉を仙 ･たと

孔比並 札 や
CETL

62(50) かなtI多い

75(7tl) ･rくTEい

叫)(25) bSかて争い

60(50) わーサ多くlJ.-い

70(60) わー ℡多(lLVl

いi以外に澄射さない｡なお払桝._jLnJ5-55cTZ)に

充分しっかりと尤しておいたので.fJ,JLLのVn-にも謎

5L:きなどはT=く.比棚 方出光分に狩舛さJL.1=と岨£!

した｡

m adLの技手の測定

火蚤ZfEの感煉 3Jll払紬試iE計のかなしきの,J=に納

拓を析たえ,これにBdlのように錬J)Wを止t,錐の

後述に洋槌をおとすと61称｣･.[=カ形が爪印さJLろ｡-

細 の紬をuIL･,1梢 も虻も11ならIf.由掛こ現さ

れた封印の長引1その従さの71ツ柑とに逆比例する｡捷

托したqI持 (その稚さ7'rH-と'T'ろ)にあるW の強

を9.で,5kgの沌/_/ lScTnかL)熟しI_ときの封印の長

さをI●とし,このSFl拝せばPtQ)劫火にさらした校の横
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盲J_l･Zl.射印の長さをIとすると.

Il-I-zKEH●~三一u-=)

となる｡この l4-Iを硬さのEl盛とする｡
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図 2錘のE)形としてほ団 1にあげた 450,く

90.のもののはかに 900,日20

4のものもPEみた｡酌栄を 4とし後者をbと各づけ,
班鈍錦紗二･?い'C5kgの仏を鞘

を変えておとしたとき の那恥良を,しらペちとEgt2 のよ

iになった｡
また揃をlScIT)に-rjとして相の爪免を
5kgと25kgで粥みろと図1の赫雛をはた｡割
印長は

LlすなわちPJの欽いもの上0も鈍い̂'CV)万が大きく

‖てい ろ｡た
1='し発苧JRgtこのJq合bの方が大きい

ので,ここに
は雄dについL-
rrうことにした｡
そして

5i-g,
15
t刑で'T(たJI0-6171nnを7uた｡
爆破紫繋にくしぎLにした81恥二は.
=T･め5cltlnJ鵬

にtJ印/
_/
つけこおいた｡
頼附土部分的 に伸びたとこ7}

と樹んだところを刀.･
すが
.
急帖とし てはかなJ)伸びて

いろ｡こ
れがとんな執刀三に上ちかはここには触れない

ことにする｡
缶51.mのHrllrll肺内で測った硬さの変

化は図4に'Lkfとお()でもろ｡
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17実鼓結果の考蕪

は故の朗沙'･
疎Xrr=逸見の現れろよ～にii(みたので

糊さは-2の上～に岬JさJLろ｡
1札以R
.rl
接的枝の耶Lに栂相をさし込んでiPっ

た井さであろが,こ
れの拭いほどは鍋カ;よく利いてい
ろ｡しかし
孔孜から札止淡をrJlいた長さの部分1='け取
成されたの-(･は
T=い｡jL
比の4L畦は11初の札延とトd-
でなく,
常にいくらか探く丸くられていろ｡
?脚から

測って孔狩の捜部を求めるとhlつ杓の故地が1ひられ
た｡その鮎耕土Lnちかには張の効火を放牧してい7J.

2孔尻瓜が
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孔の庶あたJJに相当するerでflta!くなっていろ.ま

た雌雄竹の恥 ･C,I)iEi蕃琶{･の租 では｢火脚 もq

hIが一斗粗の早化カ:少く,鎖芋

は_事りtL:棚 によっていちょうに4(われろ｡LI親枠を煤ぬ札に鵜入して硬さの変化を見ろと,蜘 kの75の搾腔/

分相ともしう上ilLものが知ら)しろのではなかろ与か.本場盛に上っておlZT

}Lfながらかような知見を7TJた｡本災B甘美比相和25年壮支帯首謀浪研究焚J=仲 ('ところがあった｡酋A･)兼に主任甘

*ttkILl秀三七鬼竹こ〃くgllを小姓<も｡20 40 60 10 /00p.5,'I,叫 olJlEAoJJ一{m

向 4lndlrCCthEercnccolDcycLopmgTllCEffectofExplosIVCDur

ing′n-cRockI∋Ⅰ.lStlL一gBy SukcnorlY.lmamOrO.Fu)10Takeuchlandか1asaruSasakl

We,nscrt･･7)AhbeLLtCdcoppc'rodintoLIleblJIStLngChargeand




